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―韓国古典籍デジタル化事業を中心に―

 江上　敏哲（えがみ　としのり）

はじめに ▊

筆者は 2007 年 3 月から 1年間、当時在籍し

ていた京都大学附属図書館からの派遣で、ハー

バード大学に図書館業務実地研修のため滞在し、

現地の様々な図書館活動・運営の実例を調査して

きた。ハーバード大学をはじめとするアメリカの

大学図書館では、図書館蔵書、特に著作権の切れ

たものや古典籍、写真、図版資料について、その

デジタル化とオンライン公開が非常に活発である。

ハーバード大学では図書館内に撮影やデジタル

データの保存等を請負う専門の部署が設けられて

おり、学内の蔵書デジタル化事業を支援する “イ

ンフラ” として機能している。

本稿では、筆者が滞在していた Harvard-

Yenching Library（以下 HYL）での韓国古典籍コ

レクションのデジタル化事業を例に、ハーバード

大学図書館における蔵書デジタル化事業の実際を

紹介したい。

なお、このデジタル化事業をはじめとする本研

修での見聞・調査については、京都大学図書館機

構web サイト上で「ハーバード日記」[1] と題し

て随時報告してきた。本稿と併せてお読みいただ

ければ幸いである。

1. ハーバード大学図書館の概要 ▊

本論に先立ち、ハーバード大学とその図書館に

ついて概説しておきたい。

ハーバード大学はボストンに隣接したケンブ

リッジ市にある。アメリカ最古の大学であり、開

学は 1636 年。学生約 20000 人、教員約 2300

人である。

学内には大小あわせて 80以上の図書館・図書

室があり、全学で約 1600 万冊の書籍を持つ。全

館が部局・分野の枠を超えてHarvard University 

Library と呼ばれる図書館群を構成している。館

長以下、ハーバードの旗艦図書館であるWidener 

Library、学部生用学習図書館である Lamont 

Library、筆者の研修先である HYL 等が属す

る。また、全体の図書館業務をカバーする各種事

務局・施設・プロジェクトが組織されている [2]。

Weissman Preservation Center（古典籍・特殊資

料専門の保存・修復部署）、Harvard Depository

（郊外保存書庫とその管理組織）、Harvard-Google 

Project（Google Library Project を担当）等。

HYL[3] は、Harvard-Yenching Institute 内 の図

書館として 1928 年に設立された、東アジア研

究図書館である。蔵書数は約 120 万冊で、東ア
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ジア資料の図書館としては、北米では議会図書

館、UCバークレーに次ぐ規模である。選書・レ

ファレンス担当の各言語サブジェクトライブラリ

アンのほか、古典籍専門のライブラリアン等がい

る。この図書館で開発された「イェンチン分類」は、

初代館長の裘開明が独自に開発した、中国語・日

本語資料整理のための分類法である。

2. 韓国古典籍コレクションデジタ ▊
ル化事業

現在HYL で進められている韓国古典籍コレク

ションのデジタル化事業は、「National Library 

of Korea - Harvard-Yenching Library Korean rare 

book digitization project」と称されている。これ

は、HYL と韓国国立図書館 [4] との共同プロジェ

クトであり、HYL に所蔵されていて韓国本国に

はない古典籍約 500 タイトルを、デジタル化す

るものである。

もともと韓国国立図書館では、韓国国内にある

韓国古典籍ばかりでなく、日本・中国等で所蔵さ

れている韓国古典籍のマイクロフィルム化・デジ

タル化を継続的に行なっている。本事業はその延

長であり、アメリカでの初のプロジェクトであ

るという。なお、HYL 以外にも米国内の同様の

コレクションをデジタル化するプロジェクトが、

計画として進行しつつある、ということだった。

（2008 年 2月当時）

2006 年 11 月に HYL におけるプロジェクトの

計画と交渉がスタートし、実作業は 2007 年夏か

ら 3年間。撮影・デジタル画像作成はハーバー

ド大学とHYL で行ない、年間約 6万ドルと見積

もられる費用は韓国国立図書館が負担する。結果

として得られた画像データは、双方がそれぞれ所

有・公開する、という契約である。

HYL が持つ韓国古典籍のうち、どの資料をデ

ジタル化の対象とするかについては、韓国国立

図書館側が選定を行なった。当館刊行の冊子体

目録である『The annotated catalogue of Korean 

rare books at Harvard-Yenching library, Harvard 

university』[5] を丹念にチェックした結果、選ば

れたタイトルの多くが写本であったとのことであ

る。

実作業は、おおまかに言って以下のような流れ

で行なわれる。

保存状態確認　→　撮影・デジタル化　→格納

　→　公開　及び　目録登録

3. 保存状態確認 ▊ ―Weissman 
Preservation Center
HYL の韓国セクション担当者によって撮影対

象資料が準備されると、撮影前に、Weissman 

Preservation Center（以下WPC）[6] から資料保

存の専門家（conservator）が派遣され、現物の

状態をひとつひとつチェックする。

WPC はハーバード大学図書館における貴重資

料専門の保存部署である。学内の古典籍や特殊資

料（貸出用図書ではないもの）について、物理的

状態や保存状態をチェックしたり、修復・保存の

ための処置を施したりといった活動を行なってい

る。

蔵書デジタル化事業が行なわれるにおいて

は、どのプロジェクトにおいても、上記のような

conservator による資料のチェックが行なわれる。

チェックの結果、適切な撮影方法や機材がアドバ

イスされることもあれば、事前に修復が行なわれ

ることも、場合によっては撮影が断念されること

もあるという。

このように蔵書デジタル化事業においては、資

料保存活動やその部署との関わりが非常に重要視

されている。「複製・媒体変換による資料の保存

が、デジタル化の目的である」ということだけで

なく、「撮影・デジタル化にあたってその資料が

傷むことのないよう管理する、対策をとる」とい

うこともその大きな理由のひとつである。そも

そも、後に紹介する Imaging Service 自体、この

WPC 内の一部署としてスタートしたという経緯

があり、現在も両部署は Preservation & Imaging 

Department というひとつのグループとして活動

している。
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Conservator のチェックの結果、破損のため

そのままの状態では撮影に耐え得ない場合には、

WPC に一度持ち帰られて修復処理がされたり、

製本がきつくてページが充分に開けない場合には、

WPC でいったん製本を解いてから撮影されたり

といった対応がなされる。なお、本事業において

はこれまでに撮影断念の勧告がされるほど保存状

態の悪い資料は出ていないとのことであった。こ

れには、そもそも韓国の古典籍は総じて紙が丈夫

である、ということもあるようである。

4. 撮影・デジタル化 ▊ ―Imaging 
Service
資料の撮影は、ハーバード大学図書館内の資料

撮影専門部署である Imaging Service[7] によって

行なわれる。

Imaging Service はハーバード大学図書館内の

資料撮影・デジタル画像作成についての専門部署

である。蔵書の写真撮影、マイクロフィルム作成、

デジタル画像作成や、そのための保存修復・目録

登録・メディア変換なども必要に応じて行なう。

Widener Library の地下にあり、暗室・撮影スタ

ジオ等の専用スペースが設けられている。マイク

ロフィルム用、デジタルスキャン用、オーバーヘッ

ドカメラ等の撮影用カメラのほか、書籍資料用の

ブックスキャナー、貴重書専用スタジオ、地図等

大型資料専門スタジオもあり、様々な種類の資料

に対応している。今回紹介している韓国古典籍の

プロジェクトには用いられないが、近代出版物の

デジタルスキャンでは、OCRによるテキストデー

タ作成もこの Imaging Service で行なわれている。

そのほか、デジタル化後のオンライン公開に欠か

せないインデクス、チャプター、ページ情報といっ

た管理用メタデータもここで取り扱われている。

特に古典籍の場合、学内での撮影が理想的であ

る。この Imaging Service には約 40人の技術者・

カメラマン・画像専門家が専属職員として勤めて

おり、質の良い写真・デジタル画像を外注より低

価格で作成することができる。

本事業では、撮影はデジタルカメラで行なわれ、

マイクロフィルム作成は行なわれない。TIFF や

JPEG による画像データが結果として作成される。

担当者によれば、作成された画像の質には充分満

足しているが、撮影者が韓国語を理解していない

ためか、ページのとばしやダブりがどうしても生

じてしまう、ということであった。

5. 格納 ▊ ―Digital Repository 
Service

作成されたデジタル画像は、Digital Repository 

Service(DRS)[8] が提供するデジタルデータ保存シ

ステムの中に格納される。

DRS は ハ ー バ ー ド 大 学 図 書 館 の Office 

Information System(OIS) が管理・提供している

サービスである。画像や音声などのデジタルデー

タを格納し、永年保存するとともに、検索機能や

ブラウジング機能によってオンラインで利用者に

提供する。ハーバード内の図書館や機関・プロ

ジェクトであれば、これを利用することができる。

韓国古典籍の画像データのほか、Google Library 

Project によってスキャンされたハーバード大学

蔵書の画像データも、このDRS に格納されている。

DRS は ” デ ジタル資料における Harvard 

Depository（ハーバード図書館の郊外保存書庫）”

を意図して構築されており、デジタルデータであ

ればどのようなどのような内容の資料でも、この

デジタル資料の格納・公開・目録を示した図
Office for Information Systems web サイトより引用

http://hul.harvard.edu/ois/systems/
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サービスによって保存・提供することができる。

但しそこには、「利用者に提供することを意図し

たデジタル資料でなければならない（少なくとも

学内に。将来的公開のためのアーカイブでも可）」、

「著作権・知的所有権を持っているか、処理され

ていなければならない」、そして「データベース

やweb ページなど何らかのかたちで目録が提供

されていなければならない」といった条件がつけ

られている。すなわち、単なるデータ置き場とし

てのみこの DRS というサービスがあるのではな

く、利用者によるアクセスを促進し保証するため

のものとして機能している。データは永年保存が

保証されており、必要に応じてマイグレーション

も行なわれる。こうしたメンテナンスにかかるコ

ストをまかなうため、このサービスの利用には、

1G につき年間 20 ドルという使用料が課せられ

ている。と同時に、そのデータのオーナーである

図書館または組織が、将来にわたってデータを監

督する義務を負う。

6. 公開 ▊ ―Page Delivery Service
ほか

格納されたデジタル画像を閲覧する際に使用さ

れるのが、Page Delivery Service(PDS) というシ

ステムである。書籍形態、すなわち、ひとつの資

料が複数のページからなる画像を持つタイプのデ

ジタルデータについて、ページごとにブラウジン

グしていくためのインタフェースである。特別な

ビューワーのダウンロード等を必要とせず、一般

のweb ブラウザでそのまま閲覧することができ

る。ページ指定、表示サイズ切り替え等の基本的

な機能がついているほか、資料によっては目次情

報や全文テキストデータの閲覧や検索、印刷用

PDF の作成も可能である。但し、そこまでの機

能が活用できるのは、OCR でのテキストデータ

の生成が容易なラテン文字・近現代出版物がほと

んどであると見え、本事業の韓国古典籍の画像に

ついてそこまでの機能は実現していない。

下記はその一例である。

ここで表示されている簡易書誌は、イェンチ

ン図書館の韓国資料担当者が準備したものであ

る。また、PDS上で画像を提供する際にはページ・

ファイル番号などの管理用メタデータが必要とな

り、今回の例では Imaging Service がそれを作成

している。

本事業による韓国古典籍の画像データは、ハー

バードの学内外から自由にアクセスが可能である。

が、資料やプロジェクトの目的によっては、学内

メンバーのみに公開しているもの、特定の部局や

ゼミの受講生のみにアクセスを許可しているもの

等もある。ハーバード大学には、学内メンバー全

員に付与された ID とパスワードで、学内ネット

寶林寺事蹟
http://nrs.harvard.edu/urn-3:FHCL:1187878

ワークやコンテンツ、web ページ

等へのアクセスの許可・不許可を

管理する認証システムがある。こ

のシステムが用いられ、アクセス

のコントロールが行なわれる。

7. 目 録 登 録 ▊ ―
cataloging

公開された韓国古典籍の画像

データへは、ハーバード大学図

書館の蔵書検索データベースで

あるHOLLIS[9] からアクセスでき

る。HOLLIS で該当する韓国古典
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籍を検索すると、その詳細データ中に画像ペー

ジの URL が記述されており、リンクをたどって

アクセスすることがきる。プロジェクトの名称

（ここでは「National Library of Korea - Harvard-

Yenching Library Korean rare book digitization 

project」）も書誌レコード内に記述されることに

なっており、特定のプロジェクト下でデジタル化

された資料を網羅的に検索することも可能である。

ハーバード大学での蔵書デジタル化事業におい

ては、目録・検索ツールの整備が重要視されてい

る。先に紹介した、DRS に格納するデジタルデー

タについては何らかのかたちで目録が提供されて

いなければならない、という条件がついているの

もその一環である。図書館の蔵書である書籍資料

を検索するためのHOLLIS のほかにも、写真・絵

画等のビジュアル資料が検索・閲覧できるデー

タベース・VIA[10] や、文書資料のリストやファ

インディングエイドを検索・ブラウジングでき

るデータベース・OASIS[11] 等が提供されている。

プロジェクトによっては、独自のリストやデータ

ベースを自館web サイトから提供する場合もあ

る。

カタロギングを実際には誰がどう行なうかにつ

いては、それぞれのプロジェクトによる。各図書

館所属のカタロガーが目録作業のすべてを行なう、

Imaging Service に所属するカタロガーに依頼す

る、プロジェクトのために外部のカタロガーを期

限付きで雇用する、等。WPC には写真資料のセ

クションがあり、そこに所属する写真専門のカタ

ロガーに依頼することもできる。

本事業では、撮影対象である韓国古典籍はす

べてHOLLIS に書誌レコードを登録済みであった。

このため、実際にカタロギングとして行なわれた

作業としては、HYL 韓国目録担当者による手動

でのリンク情報・所蔵情報の編集のみで済んでい

る。当初は、各資料の目次情報を作成してナビゲー

ションのひとつとして提供する予定だったという

が、人材確保が難しく、実現していないとのこと

であった。

8. 学内インフラとしての支援体制 ▊

ハーバードの各図書館が蔵書のデジタル化のた

めのプロジェクトを行なう場合には、今回紹介し

た各種の専門部署・サービスによるサポートを受

けることができる。それは実作業の請負だけにと

どまらない。

先に紹介した Imaging Service には Librarian 

for Collections Digitization と呼ばれる専門のライ

ブラリアンが所属している。デジタル化事業を行

なおうとする図書館は、プロジェクトそのものの

計画や実際の進行について、このライブラリアン

に相談し、アドバイスや提案、他部署との連絡調

整といったサポートを受けることができる。例え

ば、撮影方法や画像データの技術的仕様はどれを

採用すべきか、資料保存部署からはどのようなサ

ポートを受けることができるか、目録やメタデー

タ等の作成は誰がどう行なうのがよいか、等。貴

重資料のコレクションか、貸出用一般図書かに

よって、そのとるべき手法等も異なってくる。

このような支援体制や各部署・サービスは、こ

こ 10年のうちに急速に整備されてきたものであ

るという。それ以前の蔵書デジタル化は、個々の

図書館がそれぞれのプロジェクトとして、独自に、

その場その場で行なわれていた。これを、できる

だけ組織化・集中化させ、専門の部署に専門の技

術者やライブラリアンを配置させることで、個々

のプロジェクトに対して質の高いサポートを効率

的に提供できるようになる。機材や技術だけでな

く、人材・サービスや蓄積された知見など、プロ

ジェクトの企画から公開までをトータルでサポー

トしており、個々の図書館やその担当者は一から

すべてを自分で準備する必要がなく、スムーズに

スタートさせることができる。専門の部署が組織

されることによって、学内での蔵書デジタル化事

業が一過性のものとして終わるのではなく、必要

な限りその支援体制が保証されることになる。彼

らがこの体制を“インフラ”形成として位置づけ

ていることの意味が、そこにある。
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HYL には、今回のデジタル化事業の対象となっ

た資料以外にも、数多くの韓国古典籍が所蔵され

ている。これらについても別途デジタル化を実現

させることが望まれており、その基金獲得を試み

ている、とのことであった。
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